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市議会だより市議会だより



2025（令和7）年10月23日 （2）おおだ市議会だより2025（令和7）年10月23日（3） おおだ市議会だより

一般会計
補正予算
一般会計
補正予算 補正額                                      3億７,０５４万円補正額                                      3億７,０５４万円補正額                                      3億７,０５４万円補正額                                      3億７,０５４万円  （一般会計総額　263億4,562万円） （一般会計総額　263億4,562万円） （一般会計総額　263億4,562万円） （一般会計総額　263億4,562万円）

7月31日
開催

9月定例市議会

7月臨時市議会

9月定例市議会は、2025（令和7）年9月1日（月）～25日
（木）までの会期で開催され、上程された議案について慎重
に審議した結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主 な補 正 内容

地域介護・福祉空間整備推進
交付金事業補助 2,502万円防犯対策事業

212万円 災害時でも施設機能を維持し、利用者
等の健康と安全を確保するために必要
な設備の設置・更新に対する補助

【
不
採
択
】　
　
　

▼
現
庁
舎
の
残
存
耐
用
年
数
調
査
を
求
め
る
請
願

　（
請
願
者
）

　
大
田
・
市
庁
舎
問
題
を
考
え
る
会
　

代
表 

和
田
　
章
一
郎

　
可
否
判
定
の
結
果
、
賛
成
少
数
、
採
択
せ
ず

不
採
択
の
主
な
理
由

・
残
存
耐
用
年
数
は
、
平
成
21
年
に
科
学
的
な

調
査
が
行
わ
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
の
進

行
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
数
値
は
信
頼
で
き
る
。

内
外
装
、
設
備
環
境
も
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
残
存
耐
用
年
数
の
調
査
実
施
に
は
、
業
者
選

定
、
入
札
、
発
注
な
ど
相
当
の
期
日
が
必
要
と

な
り
、
新
築
の
先
延
ば
し
に
つ
な
が
る
。
物
価

高
騰
も
進
み
、
更
な
る
財
政
の
ひ
っ
迫
に
つ
な

が
り
、
次
の
世
代
に
負
担
を
残
す
。

自治会が設置する防犯灯のLED化にか
かる費用補助

島根大学との協定による設置期間を
更新する

現年土木災害復旧事業
１億1,050万円

６月～８月の豪雨により被災した公共土
木施設の災害復旧を行う

賛
成
多
数

総合医療学講座事業
2,867万円

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

【
異
議
な
く
同
意
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と（
任
期
３
年
）

　
現
委
員
で
あ
る
月
森
美
帆
氏
、岩
根
礼
子
氏
、髙
野

明
日
菜
委
員
の
任
期
が
本
年
12
月
31
日
満
了
の
た

め
、月
森
美
帆
氏
及
び
岩
根
礼
子
氏
を
再
任
し
、伊
藤

裕
子
氏
（
大
田
町
）
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

人
事
案
件

全
会
一
致

温泉津町福田の被害
非常用自家発電設備のイメージ

大田市立病院

わ
　
　だ
　
　
　
し
ょ
う
い
ち  

ろ
う

つ
き  

も
り   

み    

ほ

い
わ   

ね   

れ
い   

こ

た
か   

の

い
　
と
う

あ
　
　
す
　
　
な

ひ
ろ
　
こ

大田市人権センター新築工事（建築主体）請負契約の締結について
　　相 手 方：井口建設・石見銀山建設特別共同企業体
　　契約金額：315,700,000円

財産の取得について
文部科学省が進める「GIGAスクール構想の実現」 に基づき、令和2年度・令和3年度に整備
した児童・ 生徒用タブレット端末2,463台を更新するもの

　　相 手 方：ティーエスケイ情報システム株式会社
　　取得金額：129,504,540円
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2025（令和7）年10月23日（5） おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日 （4）おおだ市議会だより

令和6年度決算審査全会計認定する令和6年度決算審査全会計認定する
●公営企業会計決算審査
　特別委員会
　　　  　◎委員長　○副委員長

◎小林　　太　　○胡摩田弘孝
　石橋　秀利　　　塩谷　裕志
　小川　和也　　　森山　幸太
　柿田　賢次

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会

　　　  ◎委員長　○副委員長
◎松村　信之　　○伊藤　康浩
　石田　洋治　　　根冝　和之
　和田章一郎　　　宮脇　康郎
　清水　　好

公営企業会計決算 一般会計及び特別会計歳入歳出決算
収益的収入（税抜）

10億6,582万円

8億2,839万円

51億2,971万円

収益的支出（税抜）

11億   928万円

9億   326万円

61億5,811万円

資本的収入（税込）

7億   201万円

17億4,953万円

4億2,971万円

資本的支出（税込）

10億9,988万円

19億6,528万円

6億2,344万円

水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

歳入決算額
254億7,893万円

130億6,004万円

歳出決算額
249億7,323万円

128億1,162万円

一般会計
特別会計

令和６年度の決算（一般会計、特別会計、公営企業会計）については、決算
審査特別委員会を設置し、審査を行い、全件認定しました。

賛
成
多
数

小林　太 委員長
こばやし　ふとし まつむらのぶゆき

松村信之 委員長

概
要

　「
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画
・
後
期
計

画
」
に
基
づ
き
、
大
田
小
学
校
整
備
事
業

や
公
共
施
設
の
推
進
な
ど
社
会
基
盤
に
取

り
組
ん
だ
。
併
せ
て
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
等
を
活
用
し
、
物
価
高
騰
の
影
響
が

大
き
い
事
業
者
へ
の
支
援
や
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
し
て
食
材
料
費

の
高
騰
に
対
す
る
支
援
、
そ
し
て
低
所
得

者
へ
の
給
付
金
給
付
な
ど
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
事
業
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
黒
字
を
確
保
し
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
事
業
展
開
に
必
要
な
財
源
確
保
に
も

つ
な
が
る
結
果
と
な
っ
た
。

歳
入

問
減
債
基
金
の
取
り
崩
し
の
方
針
は
あ
る

の
か答

繰
り
上
げ
償
還
す
る
中
で
基
金
を
積

み
増
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
手
法
は
財
政
課
が
全
体
の
調
整
を
す
る

中
で
決
め
て
い
る
。

歳
出

問
総
合
的
人
口
減
少
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
６
年
度
の
調
査
分
析
の
結
果
に
基
づ

き
、
ど
う
い
う
方
向
性
が
出
さ
れ
て
い
る

の
か答

新
し
い
人
の
流
れ
創
出
モ
デ
ル
事
業

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
い
か
に
し

て
大
田
に
人
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
か

を
行
政
・
民
間
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と

取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
の
仕
組
み
の
中
で

人
の
流
れ
を
呼
び
込
む
施
策
を
考
え
て
い

く
。問

D
X
推
進
事
業
で
先
進
地
視
察
へ

行
っ
て
い
る
が
、
参
考
に
な
る
も
の
は

あ
っ
た
の
か

答
現
在
は
、
氏
名
・
住
所
な
ど
を
何
度

も
書
い
て
い
る
が
、
書
く
こ
と
な
く
申
請

が
で
き
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
を
目
指
し

て
い
る
。
当
市
と
シ
ス
テ
ム
は
違
う
が
、

や
り
方
は
同
じ
で
、
住
民
の
利
便
性
は
向

上
し
て
い
た
。

　
待
た
な
い
窓
口
に
つ
い
て
は
、
発
券
機

と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
導
入
し
て
、
分
か

り
や
す
い
ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
を
目
指
し
た

い
。問

ご
み
、
し
尿
の
収
集
量
及
び
処
理
の

状
況
は

答
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
収
集
場

所
以
外
の
所
で
も
収
集
し
て
い
る
の
で
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
の
中
で

横
ば
い
と
い
う
事
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
量
が
減

る
か
ら
施
設
の
維
持
費
が
減
る
こ
と
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
　
　

　
ま
た
、
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
3
〜
4
年
度
に
こ
れ
か
ら
15
年
先
ま

で
持
つ
よ
う
に
長
寿
命
化
を
行
っ
た
。
二

酸
化
炭
素
削
減
と
い
う
事
も
あ
り
、
電
気

代
は
安
く
、
使
用
電
力
は
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
よ
り
長
く
使
え
る
よ
う
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
農
業
施
策
に
つ
い
て
、
入
札
不
調
と

事
業
進
捗
管
理
の
状
況
は

答
農
地
高
度
化
・
基
盤
整
備
等
で
入
札
不

調
に
伴
う
計
画
遅
延
が
あ
っ
た
が
、
毎
月

の
地
元
協
議
を
重
視
し
、
連
携
強
化
を
進

め
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
今
後
、
人
口
減
少
を
加
味
し
て
予
算
編

成
す
る
こ
と
が
重
要
、
十
分
検
討
し
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

・
ど
が
な
か
な
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業

は
、
か
な
り
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
商
品
開
発
を
含
め
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

・
新
庁
舎
の
完
成
ま
で
に
書
か
な
い
窓
口

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
進
め
て
ほ

し
い
。

・
各
施
設
の
需
用
費
、
予
算
要
求
が
過
大

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
。
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●公営企業会計決算審査
　特別委員会
　　　  　◎委員長　○副委員長

◎小林　　太　　○胡摩田弘孝
　石橋　秀利　　　塩谷　裕志
　小川　和也　　　森山　幸太
　柿田　賢次

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会

　　　  ◎委員長　○副委員長
◎松村　信之　　○伊藤　康浩
　石田　洋治　　　根冝　和之
　和田章一郎　　　宮脇　康郎
　清水　　好

公営企業会計決算 一般会計及び特別会計歳入歳出決算
収益的収入（税抜）

10億6,582万円

8億2,839万円

51億2,971万円

収益的支出（税抜）

11億   928万円

9億   326万円

61億5,811万円

資本的収入（税込）

7億   201万円

17億4,953万円

4億2,971万円

資本的支出（税込）

10億9,988万円

19億6,528万円

6億2,344万円

水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

歳入決算額
254億7,893万円

130億6,004万円

歳出決算額
249億7,323万円

128億1,162万円

一般会計
特別会計

令和６年度の決算（一般会計、特別会計、公営企業会計）については、決算
審査特別委員会を設置し、審査を行い、全件認定しました。
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小林　太 委員長
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松村信之 委員長
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は
安
く
、
使
用
電
力
は
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
よ
り
長
く
使
え
る
よ
う
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
農
業
施
策
に
つ
い
て
、
入
札
不
調
と

事
業
進
捗
管
理
の
状
況
は

答
農
地
高
度
化
・
基
盤
整
備
等
で
入
札
不

調
に
伴
う
計
画
遅
延
が
あ
っ
た
が
、
毎
月

の
地
元
協
議
を
重
視
し
、
連
携
強
化
を
進

め
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
今
後
、
人
口
減
少
を
加
味
し
て
予
算
編

成
す
る
こ
と
が
重
要
、
十
分
検
討
し
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

・
ど
が
な
か
な
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業

は
、
か
な
り
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
商
品
開
発
を
含
め
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

・
新
庁
舎
の
完
成
ま
で
に
書
か
な
い
窓
口

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
進
め
て
ほ

し
い
。

・
各
施
設
の
需
用
費
、
予
算
要
求
が
過
大

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
。

◎
水
道
事
業
会
計

問
未
収
金
の
状
況
に
つ
い
て

答
6
年
度
は
通
知
を
し
た
後
に
54
件
給

水
停
止
を
し
た
。
分
納
も
お
願
い
し
、
回

収
に
努
め
て
い
る
。

問
補
填
財
源
の
枯
渇
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

今
後
の
計
画
は
ど
う
か

答
令
和
8
年
度
か
ら
15
・
9
%
の
料
金

増
額
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で

経
営
の
安
定
化
を
図
り
た
い
。

問
有
収
率
の
向
上
の
観
点
か
ら
口
径
1
0
0

ミ
リ
以
下
の
漏
水
把
握
が
重
要
で
は
な
い
か

答
令
和
8
年
度
以
降
は
口
径
75
ミ
リ
の

管
路
も
補
助
事
業
と
な
る
よ
う
国
・
県
と

協
議
を
進
め
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

水
源
の
乏
し
い
当
市
で
は
あ
る
が
、
更
な

る
経
営
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
下
水
道
事
業
会
計

問
下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

答
久
手
地
区
と
大
田
地
区
で
行
っ
て
い

る
。
国
へ
の
予
算
要
望
に
対
し
て
実
績
は

令
和
5
年
度
86
・
87
%
、
6
年
度
92
・

08
%
と
減
額
し
て
い
た
が
、
7
年
度
は

1
0
0
%
に
戻
っ
た
。

　
雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
令
和
8
年
度
の

工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

問
公
共
桝
の
設
置
状
況
と
今
後
の
向
上
策

に
つ
い
て

答
令
和
6
年
度
は
1
8
5
件
の
設
置
が

あ
り
、
さ
つ
か
団
地
で
面
と
し
て
整
備
が

出
来
た
こ
と
が
増
え
た
要
因
で
あ
る
。
ま

た
「
下
水
道
接
続
促
進
事
業
」
の
効
果
も

出
て
い
る
。

問
料
金
改
訂
は
考
え
て
い
る
の
か

答
全
体
的
な
整
備
の
目
途
が
つ
く
ま
で

は
検
討
出
来
な
い
。
水
道
料
金
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

接
続
率
向
上
に
関
し
て
は
、
他
の
部
署
と

連
携
す
る
中
で
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
病
院
事
業
会
計

問
今
後
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

答
赤
字
縮
小
策
と
し
て
、
収
入
で
あ
る

診
療
報
酬
を
増
や
す
こ
と
だ
が
、
制
度
上

診
療
報
酬
を
病
院
で
決
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
収
支
改
善

策
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
経
費
部
分
の
削

減
努
力
で
あ
る
。
国
の
施
策
、
診
療
報
酬

の
改
定
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
他
の
病
院
と

の
連
携
を
更
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
ま
た
急
性
期
な
ど
医
療
機
能
を
維
持
す

る
に
は
、
病
床
数
2
0
0
床
が
最
低
限

で
、
初
期
臨
床
研
修
医
の
研
修
病
院
と
し

て
も
年
間
3
千
人
以
上
が
必
要
で
あ
り
、

医
師
も
一
定
数
必
要
と
な
る
。
看
護
師
数

も
含
め
て
そ
の
人
数
は
国
で
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
単
純
に
人
を
減
ら
せ
る
も
の

で
は
な
い
。
経
費
な
ど
他
の
費
用
を
減
ら

し
、
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
医
師
、
看
護
師
は
足
り
て
い
る
の
か

答
病
床
は
実
態
と
し
て
2
0
0
床
で
運

用
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
夜
勤
の
看
護

師
不
足
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
何
と
か
や
り

繰
り
し
て
い
る
。
近
年
、
育
児
介
護
休
業

法
な
ど
に
よ
る
申
請
が
増
え
て
い
る
関
係

で
確
保
が
予
測
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

医
師
は
総
合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
の
医
師
を

含
め
37
名
で
あ
り
、
救
急
、
夜
勤
勤
務
も

確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
働
き
方
改

革
も
あ
る
こ
と
で
対
応
は
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
努
力
を
し
た

い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

大
田
市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
で
あ

り
、
経
営
努
力
を
期
待
す
る
。
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（6）おおだ市議会だより（7） おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

いっぱん質問

質問動画

不登校の
予防・早期対応策は

市政に対する一般質問は、9月4日、5日に行われ、10人の議員が執行部
に対して質疑を行いました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題と
し、その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。
（内容は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）、二次元コード
で閲覧できます。）

大田市議会公式
YouTubeチャンネル

大田市公式LINE

▲「大人と語る～DAIKOU HOUR～」（9月17日　大田高校　普通科1年生　※大田市議会から石田・森山・根冝議員3名が参加）

学校環境の確保、相談・支援体制の強化、
教職員のスキルの向上に取り組む

◇ 7月臨時会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

小
川
和
也

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

河
村
賢
治

■市長提出議案
議案第419号　大田市人権センター新築工事（建築主体）請負契約の締結
について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第420号　財産の取得について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数18名、うち議長（河村賢治）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）　

◇ 9月定例会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

小
川
和
也

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

河
村
賢
治

■市長提出議案
議案第421号　令和6年度大田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 14：1 ○ ○ 〇 〇 ● ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第422号　令和6年度大田市水道事業会計決算認定について 認定 14：1 ○ ○ 〇 〇 ● ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第423号　令和6年度大田市下水道事業会計決算認定について 認定 15：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第424号　令和6年度大田市病院事業会計決算認定について 認定 14：1 ○ ○ 〇 〇 ● ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第425号　令和7年度大田市一般会計補正予算（第2号） 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第426号　令和7年度大田市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
1号） 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第427号　令和7年度大田市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第428号　令和7年度大田市水道事業会計補正予算（第1号） 可決 14：1 ○ ○ 〇 〇 ● 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第429号　令和7年度大田市病院事業会計補正予算（第1号） 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第430号　大田市職員の育児休業等に関する条例及び大田市職員の休
日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第431号　大田市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第432号　大田市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例制定に
ついて 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第433号　大田市仁摩サンドミュージアムの設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第434号　大田市給水条例の一部を改正する条例制定について 可決 13：2 ○ ○ 〇 〇 ● ● ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第435号　大田市公共下水道条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第436号　大田市議会議員及び大田市長の選挙における選挙運動用ポ
スターの作成の公営に関する条例及び大田市議会議員及び大田市長の選挙
における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例制
定について

可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第437号　大田市立学校設置に関する条例の一部を改正する条例制定
について 可決 14：1 ○ ○ 〇 〇 ● ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第438号　道の駅「ごいせ仁摩」の指定管理者の指定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第439号　訴えの提起について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第442号　和解及び損害賠償の額の決定について 可決 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第443号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議
なし 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第444号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議
なし 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第445号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議
なし 15：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
議案第440号　特別委員会の設置について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第441号　特別委員会の設置について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■請願・陳情

請願第8号　現庁舎の残存耐用年数調査を求める請願 不採
択 3：12 ● ● 〇 ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ―

※定数18名、うち議長（河村賢治）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）　
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（6）おおだ市議会だより（7） おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

いっぱん質問

質問動画

不登校の
予防・早期対応策は

市政に対する一般質問は、9月4日、5日に行われ、10人の議員が執行部
に対して質疑を行いました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題と
し、その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。
（内容は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）、二次元コード
で閲覧できます。）

大田市議会公式
YouTubeチャンネル

大田市公式LINE

▲「大人と語る～DAIKOU HOUR～」（9月17日　大田高校　普通科1年生　※大田市議会から石田・森山・根冝議員3名が参加）

学校環境の確保、相談・支援体制の強化、
教職員のスキルの向上に取り組む

石
いし

田
だ

洋
よう

治
じ
議員

見
逃
さ
ず
、学
校
、家
庭
、地
域
、関
係
機
関

が
連
携
し
、保
護
者
へ
の
相
談・支
援
体
制
の

強
化
に
取
り
組
む
。教
職
員
に
つ
い
て
は
、多

面
的
、多
角
的
な
視
点
か
ら
児
童
生
徒
を
理

解
し
、適
切
な
支
援
を
し
て
い
く
た
め
に
研

修
会
等
を
通
じ
、専
門
性
と
対
応
力
を
高
め

た
い
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
　
学
校
の
夏
休
み
が
明
け
る
時

期
は
、子
ど
も
の
不
登
校
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。2
0
2
3
年
度
の

全
国
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
、小
中

学
校
合
わ
せ
て
約
34
万
人
と
の
調
査
結

果
も
あ
る
。学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
い

う
子
ど
も
の
S
O
S
に
ど
の
よ
う
に
向

き
合
え
ば
い
い
の
か
。そ
の
た
め
に
は
、

予
防
、早
期
対
応
が
不
登
校
の
未
然
防

止
、減
少
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、今

後
の
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
不
登
校
の
要
因
は
、家
庭
環
境

や
人
間
関
係
、学
習
へ
の
不
安
な
ど

多
様
で
、児
童
生
徒
の
状
況
や
心
情
に
寄
り

添
い
、継
続
的
な
支
援
が
重
要
で
あ
る
。児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学
習
や
生
活
が
で
き
、

教
職
員
に
相
談
し
や
す
い
学
校
環
境
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、小
さ
な
変
化
や
兆
し
を

▶
大
田
市
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
教
室
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（8）おおだ市議会だより（9） おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

庁舎建設よりも、
市民生活の安心、

安全を優先する施策を

質問動画質問動画

質問動画質問動画

移転決定までは修繕を
行い維持していく

大代まちづくりセンターの
移転は

人口減少による
市内自治会の統合再編は

市も内容に応じ、対応できる
よう努める

大田市中期財政
見通しについて

公債費負担を平準化すると
ともに補助金確保に努める

市民が幸せに暮らせる
まちづくりを進める

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか
議員

　
修
繕
の
実
施
に
つ
い
て
は
、他
の
公
共
施

設
全
体
の
劣
化
度
合
い
等
、緊
急
性
を
勘
案

し
、必
要
な
修
繕
を
実
施
し
て
い
く
。

清
水
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

大
田
市
立
病
院
の
役
割
と
病
診
連
携
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
　
老
朽
化
が
進
む
現
大
代
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
継
続
使
用

は
困
難
と
考
え
る
。

　
同
町
内
の
旧
大
代
小
学
校
を
改
修

し
、セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
へ

の
所
見
を
伺
う
。ま
た
、現
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
等
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
対
応
を

検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
　
旧
大
代
小
学
校
を
使
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、改
築
の
た
め
の
財

源
や
施
設
全
体
の
利
用
方
針
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。

　
今
後
、移
転
方
針
の
決
定
、移
転
の
実
施

ま
で
の
間
は
、現
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を

維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、現
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
を
は
じ
め
施

設
全
体
の
劣
化
は
確
認
し
て
お
り
、修
繕
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

清
し

水
みず

好
このむ
議員

▶
大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

財
源
も
セ
ッ
ト
で
考
え
る
と
い
う
職
員
の
意

識
改
革
に
取
り
組
み
、様
々
な
団
体
の
役
職

を
引
き
受
け
る
こ
と
で
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、市
の
要
望
を
し
っ
か
り
伝
え
、

補
助
金
や
特
別
交
付
税
を
確
保
し
基
金
を

21
億
円
に
回
復
し
た
。ま
た
、新
可
燃
ご
み

処
分
場
、第
2
期
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
エ
リ
ア

の
光
化
促
進
な
ど
、多
額
の
予
算
が
必
要
な

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、市
債
残
高

も
減
少
さ
せ
健
全
化
を
進
め
て
き
た
。

②
人
口
減
少
下
で
も
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
り
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
増
大
し
て

き
て
お
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、デ
ジ
タ
ル
化
等
で
効
率
化
を

図
り
つ
つ
、適
正
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

③
今
後
の
新
庁
舎
建
設
や
学
校
再
編
な
ど

大
型
事
業
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、

市
債
の
発
行
と
償
還
を
調
整
し
、公
債
費
負

担
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
補
助
金
確
保

に
努
め
、持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実
現
す

る
。

質
問
　
当
市
で
は
、第
二
次
総
合
計

画
に
掲
げ
た
新
庁
舎
の
整
備
、

大
田
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、小
中
学

校
の
再
編
整
備
な
ど
、社
会
資
本
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
優
先
課
題
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
の
予
算
や
資
金
を
今
後
ど
の

よ
う
に
確
保
す
る
の
か
、財
政
基
盤
や
運

営
面
で
の
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
る
が
、

市
の
中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

①
市
長
の
任
期
8
年
を
振
り
返
っ
た
財

政
状
況
に
つ
い
て

②
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
財
政
規
模
の
適

正
化
の
考
え
方
に
つ
い
て

③
今
後
想
定
さ
れ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
と
そ
の
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

答
弁
①
就
任
以
来
の
8
年
間
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
一
つ
一
つ
の
施
策

を
進
め
て
き
た
。事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（8）おおだ市議会だより（9） おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

庁舎建設よりも、
市民生活の安心、

安全を優先する施策を

質問動画質問動画

質問動画質問動画

移転決定までは修繕を
行い維持していく

大代まちづくりセンターの
移転は

人口減少による
市内自治会の統合再編は

市も内容に応じ、対応できる
よう努める

大田市中期財政
見通しについて

公債費負担を平準化すると
ともに補助金確保に努める

市民が幸せに暮らせる
まちづくりを進める

小
こ

林
ばやし

太
ふとし
議員

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう
議員

質
問
①
統
合
再
編
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
か
。ま
た
そ
の

課
題
は
。

②
手
引
書
を
作
成
し
指
導
す
る
こ
と
は

い
か
が
か
。

③
統
合
再
編
を
す
る
自
治
会
に
メ
リ
ッ

ト
を
付
与
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

④
役
員
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。　

答
弁
①
自
治
会
の
統
合
や
再
編
は
、方

針
を
定
め
て
い
な
い
。課
題
の
共
有

や
検
討
は
自
治
会
等
が
行
う
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、今
後
相
談
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、市
も
内
容
に
応
じ
、対
応
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

②
現
在
手
引
書
は
な
い
が
、統
合・再
編
の

メ
リ
ッ
ト
や
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
大

田
市
版
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、相
談
時
に
活
用

し
た
い
。

③
自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
集
会
所
等
の

整
備
費
用
補
助
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、現
時

点
で
は
各
制
度
の
中
で
対
応
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

④
広
報
等
の
配
布
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
も
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
各
連
合
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、情
報
や
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

小
林
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
活
用

に
つ
い
て

財
源
も
セ
ッ
ト
で
考
え
る
と
い
う
職
員
の
意

識
改
革
に
取
り
組
み
、様
々
な
団
体
の
役
職

を
引
き
受
け
る
こ
と
で
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、市
の
要
望
を
し
っ
か
り
伝
え
、

補
助
金
や
特
別
交
付
税
を
確
保
し
基
金
を

21
億
円
に
回
復
し
た
。ま
た
、新
可
燃
ご
み

処
分
場
、第
2
期
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
エ
リ
ア

の
光
化
促
進
な
ど
、多
額
の
予
算
が
必
要
な

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、市
債
残
高

も
減
少
さ
せ
健
全
化
を
進
め
て
き
た
。

②
人
口
減
少
下
で
も
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
り
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
増
大
し
て

き
て
お
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、デ
ジ
タ
ル
化
等
で
効
率
化
を

図
り
つ
つ
、適
正
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

③
今
後
の
新
庁
舎
建
設
や
学
校
再
編
な
ど

大
型
事
業
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、

市
債
の
発
行
と
償
還
を
調
整
し
、公
債
費
負

担
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
補
助
金
確
保

に
努
め
、持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実
現
す

る
。

答
弁
　
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、住
民
福

祉
の
増
進
を
基
本
と
し
、持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
効
果
的
、効
率
的

な
行
政
運
営
、少
子
高
齢
化
対
策
、生
活
環

境
の
整
備
、防
災
対
策
を
は
じ
め
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
、ど
の
世
代
に
お
い
て
も
市

民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
、小・中
学
校
の
再
編
や
統
合
、新

庁
舎
の
整
備
、子
育
て
総
合
支
援
拠
点
の
整

備
、中
心
市
街
地
の
整
備
な
ど
本
市
の
課

題
解
決
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
取

り
組
み
で
、

街
並
み
や
子

育
て
・
教
育

環
境
を
整
備

し
、地
域
を

活
性
化
さ

せ
、
明
る
い

未
来
に
つ
な

げ
て
い
き
た

い
。

質
問
　
大
田
市
は
合
併
以
来
こ
の
20

年
間
、年
6
百
人
の
人
口
減
少

に
よ
り
3
万
人
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
20
年
後
、30
年
後
が
と
て

も
心
配
さ
れ
る
。

　
市
長
は
庁
舎
を
新
築
す
れ
ば
明
る
い

未
来
が
築
け
る
と
い
う
が
、1
日
の
駅
の

乗
降
客
が
7
百
人
、市
役
所
市
民
課
へ
の

来
庁
者
70
人
で
は
賑
わ
い
に
な
ら
な
い
。

百
億
超
え
が
心
配
さ
れ
る
庁
舎
建
設
よ

り
も
、市
民
生
活
の
安
心
、安
全
を
優
先

す
る
施
策
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
若
者
を
中
心
に
し
た
隣
の
出
雲
市
へ

の
流
出
を
、今
歯
止
め
を
か
け
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
大
変
な
事
態
と
な
る
こ
と

を
心
配
す
る
。コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

付
き
の
ホ
テ
ル
の
誘
致
を
推
奨
す
る
。

▶
現
在
の
市
役
所
庁
舎
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（10）おおだ市議会だより（11）おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

河川の浚渫について
しゅんせつ

質問動画

質問動画質問動画

AI・ノーコードツール等
の活用は

質問動画

財源確保に向け国に
要望していく

大田まちづくりセンターの
職員負担軽減を

職員の負担感は移転当初に
比べて軽減されている

増えつつある空き家
危険家屋の対策について

空き家対策を国・県と
連携して取り組む

AI技術の進展を注視し、
DXを一層推進する

伊
い

藤
とう

康
やす

浩
ひろ
議員

部
分
的
な
浚
渫
な
ど
を
順
番
に
実
施
し
対

応
し
て
い
る
。ま
た
、法
定
外
公
共
物
水
路

は
、地
元
自
治
会
等
で
お
願
い
し
、困
難
な

区
間
は
市
で
対
応
し
て
い
る
。

②
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用
し
行
っ

て
い
る
が
、要
望
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い

法
定
外
公
共
物
水
路
は
、状
況
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
、優
先
順
位
を
定
め
対
応
し
て
い

く
。但
し
、こ
の
事
業
債
は
令
和
11
年
度
ま

で
で
あ
り
、期
間
の
延
長
等
、国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

根
冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

質
問
　
全
国
各
地
で
大
き
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
が
、そ
の

被
害
防
止
に
は
堆
積
し
た
土
砂
を
除
去

す
る
浚
渫
事
業
が
有
効
で
あ
る
。国
も

「
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
」の
特
例
措
置
期

間
を
延
長
す
る
な
ど
重
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。特
例
措
置
期
間
内
に
浚
渫
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
、市
民
の
安
全
や
財

政
的
負
担
軽
減
の
た
め
に
重
要
で
は
な

い
か
。

①
浚
渫
要
望
と
事
業
実
施
状
況
に
つ
い

て②
浚
渫
事
業
の
方
針
や
優
先
順
位
、課

題
に
つ
い
て

答
弁
①
本
市
に
は
1
0
9
路
線
の
管
理

河
川
と
、国
か
ら
譲
与
を
受
け
た

法
定
外
公
共
物
の
水
路
が
あ
る
。そ
の
内
、

市
管
理
河
川
の
要
望
は
24
件
あ
り
、河
川
の

根
ね

冝
ぎ

和
かず

之
ゆき
議員

め
る
た
め
補
正
予
算
を
上
程
し
て
い
る
。

　
活
用
分
野
は
、議
事
録
要
約
、F
A
Q
、

文
書
の
添
削
や
校
閲
、S
N
S
投
稿
確
認
、

ア
イ
デ
ア
補
完
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、業
務

効
率
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、市
公
式
L
I
N
E
の
機
能
強
化
に

伴
い
A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、市
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
を
可
能
と
す
る

仕
組
み
の
整
備
に
取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
、ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

依
頼・申
請
や
台
帳
作
成
な
ど
業
務
の
内
製

化
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
A
I
技
術
の
進
展
を
注
視
し
、職

員
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
つ
つ
D
X
を一
層

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識
が
な
く
て
も

ア
プ
リ
や
W
e
b
サ
イ
ト
を
作
成
で
き

る
ツ
ー
ル
の
こ
と
。

※
F
A
Q

　
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ

と
回
答
を「
F
A
Q
」と
し
て
ま
と
め

H
P
な
ど
で
示
す
こ
と
。

質
問
　
近
年
、C
h
a
t
G
P
T
に

代
表
さ
れ
る
生
成
A
I
や
ノ
ー

コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、職
員
自
ら
が

シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
業
務
の
効
率
化

や
負
担
軽
減
を
図
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
も
大
き
く
寄
与
し

て
お
り
、そ
の
活
用
は
急
が
れ
る
。大
田

市
に
お
い
て
の
生
成
A
I
や
ノ
ー
コ
ー
ド

ツ
ー
ル
の
導
入
状
況
や
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
本
市
で
は
、A
I
に
よ
る
音
声

デ
ー
タ
文
字
変
換
を
活
用
し
た
議

事
録
作
成
シ
ス
テ
ム
を
既
に
導
入
し
て
い

る
。生
成
A
I
に
つ
い
て
は
、他
自
治
体
の

事
例
収
集
や
一
部
職
員
に
よ
る
試
行
を
経

て
、こ
の
た
び
全
職
員
対
象
の
本
格
導
入
に

向
け
、内
部
業
務
利
用
で
の
実
証
試
験
を
進

▲静間川の土砂堆積

おおだ議会だより81-p06-p15.indd   10おおだ議会だより81-p06-p15.indd   10 2025/10/08   15:222025/10/08   15:22



市政のここが聞きたい いっぱん質問

（10）おおだ市議会だより（11）おおだ市議会だより 2025（令和7）年10月23日2025（令和7）年10月23日

河川の浚渫について
しゅんせつ

質問動画

質問動画質問動画

AI・ノーコードツール等
の活用は

質問動画

財源確保に向け国に
要望していく

大田まちづくりセンターの
職員負担軽減を

職員の負担感は移転当初に
比べて軽減されている

増えつつある空き家
危険家屋の対策について

空き家対策を国・県と
連携して取り組む

AI技術の進展を注視し、
DXを一層推進する

部
分
的
な
浚
渫
な
ど
を
順
番
に
実
施
し
対

応
し
て
い
る
。ま
た
、法
定
外
公
共
物
水
路

は
、地
元
自
治
会
等
で
お
願
い
し
、困
難
な

区
間
は
市
で
対
応
し
て
い
る
。

②
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用
し
行
っ

て
い
る
が
、要
望
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い

法
定
外
公
共
物
水
路
は
、状
況
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
、優
先
順
位
を
定
め
対
応
し
て
い

く
。但
し
、こ
の
事
業
債
は
令
和
11
年
度
ま

で
で
あ
り
、期
間
の
延
長
等
、国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

根
冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

と
を
利
用
許
可
の
条
件
と
し
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、セ
ン
タ
ー
職
員
の
注
意
喚
起

等
に
よ
り
、貸
し
館
の
手
続
方
法
や
施
設
の

利
用
手
順
も
広
く
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
。

職
員
の
負
担
感
は
移
転
当
初
に
比
べ
て
軽
減

さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、職
員
数
の
増

や
勤
務
形
態
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
、現
時

点
で
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
令
和
6
年
4
月
よ
り
サ
ン
レ

デ
ィ
ー
大
田
の
用
途
変
更
に
伴

い
、大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て

施
設
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。施
設
と

し
て
は
規
模
も
大
き
く
、他
の
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
と
比
べ
て
も
利
用
団
体
数

や
利
用
者
数
な
ど
飛
び
抜
け
て
多
い
。貸

館
業
務
や
清
掃
・
植
木
な
ど
の
施
設
管

理
、業
務
運
行
な
ど
多
忙
な
状
況
を
考

え
れ
ば
、職
員
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

職
員
配
置
を
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
所

見
を
伺
う
。

答
弁
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
は
、他
の
地
区
と
比

較
し
て
貸
し
館
利
用
の
数
が
多
い
状
況
に
あ

る
。加
え
て
、土
日
祝
日
や
夜
間
の
貸
し
館

利
用
も
相
当
数
あ
る
が
、施
設
の
消
灯
や
施

錠
は
各
団
体
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ

柿
かき

田
だ

賢
けん

次
じ
議員

塩
しお

谷
たに

裕
ひろ

志
し
議員

対
し
、成
約
数
4
3
5
件
で
、成
約
率
は
79・

1
％
と
な
っ
て
い
る
。

③
令
和
元
年
度
か
ら
解
体
費
の
補
助
事
業

を
実
施
し
、累
計
申
請
件
数
73
件
に
対
し
、

実
績
26
件
で
、実
績
割
合
は
35・6
％
に
な
っ

て
い
る
。

④
国
に
お
い
て
は
、空
き
家
所
有
者
の
責
務

の
強
化
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、補
助
制
度

が
創
設
さ
れ
て
お
り
、本
市
で
も
活
用
し
て

い
る
。市
長
会
や
県
要
望
の
中
で
、財
政
支

援
の
拡
充
や
、予
算
の
確
保
を
要
望
し
て
い

る
。空
き
家
対
策
は
、各
自
治
体
共
通
の
課

題
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
連
携
し
た

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

質
問
　
人
口
減
少・高
齢
化
が
進
み
、

空
き
家
、危
険
家
屋
が
増
え
て

お
り
、大
き
な
地
域
課
題
に
な
っ
て
い

る
。市
全
域
を
対
象
に「
空
き
家
等
対
策

計
画
」を
策
定
さ
れ
、特
に
用
途
地
域
内

を
重
点
に
施
策
を
検
討
す
る
と
あ
る
。そ

こ
で
伺
う
。

①
空
き
家
、危
険
家
屋
な
ど
の
状
況

②
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況

③
解
体
費
の
助
成
制
度
の
状
況

④
国・県
へ
の
要
望
な
ど

答
弁
①
令
和
5
年
度
の
店
舗
等
を
除
く

空
き
家
件
数
は
4
，4
8
0
件
、内

1
7
0
件
が
危
険
家
屋
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

②
令
和
5
年
度
は
登
録
数
29
件
で
、成
約

数
28
件
。令
和
6
年
度
は
登
録
数
26
件
で
、

成
約
数
20
件
。累
計
登
録
数
5
5
0
件
に

▲危険な建築物を除却するための
　略式代執行宣言の様子

▲大田まちづくりセンター
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2025（令和7）年10月23日 （12）おおだ市議会だより2025（令和7）年10月23日（13）おおだ市議会だより

質問動画

常任委員会報告

産業建設委員会
（産業振興部・建設部・上下水道部・農業委員会）

沿岸漁業スタートアップ事業（農林水産課）
認定新規自営漁業者に対して、漁業を開始する際に必要な機材等
の取得に要する経費を支援する

認定新規漁業者の経営状況はどうか。

認定申請時の計画では、5年後の年間水揚げ金額を概ね720万
円としているが、ほとんどの漁業者が目標の半分程度の水揚
げ金額となっている。

認定新規漁業者の大半が事業計画を未達成であることから、
現行の給付・支援のあり方について、島根県と協議を行うことが必要ではないか。

認定審査会の時にも、横のつながりや新しいネットワーク作り、技術などの情報共有の必要性について議
論があった。今後、島根県と支援のあり方について協議したい。

答

問

答

問

民生委員会
（健康福祉部・環境生活部・市立病院）

付託案件の主な審査内容
◎委員長　　○副委員長常任委員会報告

病院事業会計負担金（地域医療推進課）
エネルギー価格、物価高騰の影響を受けている市立病院に対して、
県及び市の医療機関に対する緊急支援制度（応援金）に準じ支援を
行う

市立病院で検査して、治療してもらう方策へ変えることが必要
ではないか。

地域医療には１次２次それぞれの役割がある。かかりつけ医を
持ちましょうというのは大田市立病院の診療を妨げないとい
うこともある。市内診療所と市立病院の関係を強めることで、気軽に紹介して市立病院にかかる、診療所
に戻すという関係性を持たないとバランスが崩れて医療がひっ迫する。連携がスムーズにいけば、市立病
院の役割は果たせると思う。

・一般会計補正予算等、議案6件についていずれも原案どおり可決されました。

答

問

必要性や公平性を考慮しながら
在り方を検討する

加齢性難聴の
補聴器購入に助成を

総務教育委員会総務教育委員会
（政策企画部・総務部・消防部・出納室・教育委員会・他の委員会に属さない事項）

・一般会計補正予算等、議案4件についていずれも原案どおり可決されました。

答

問

答

問

防犯対策事業（危機管理課）
自治会が設置する防犯灯のLED化にかかる費用補助

補正後どのくらい交換を要する防犯灯があるのか。

自治会設置の防犯灯は2,300～2,500位あり、これまで500灯を
更新した。まだ2,000灯程度あると思われるので、今後も継続して実施したい。

山村留学推進事業（山村留学センター）
今年はかなり留学生が減っている。施設の老朽化の問題もあるが、今後の運営をどうするのか。

施設の老朽化や受け入れ農家さんを含めて、大きな課題として受け止めている。今年度は保護者や地域、
里親さんとも山村留学の在り方や、北三瓶の学校再編のことで話し合いを持つようにしている。もう少し
お時間を頂きたい。

◎森山幸太　○月森和弘　石田洋治　小川和也　宮脇康郎

◎根冝和之　○塩谷裕志　小林  太　清水  好　柿田賢次

◎胡摩田弘孝　○伊藤康浩　石橋秀利　河村賢治　松村信之　和田章一郎◎胡摩田弘孝　○伊藤康浩　石橋秀利　河村賢治　松村信之　和田章一郎

・一般会計補正予算等、議案7件についていずれも原案どおり可決されました。

宮
みや

脇
わき

康
やす

郎
ろう
議員

性
難
聴
や
そ
の
影
響
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を

行
い
、聞
き
取
り
づ
ら
さ
を
感
じ
た
際
は
早

期
に
専
門
医
へ
相
談
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

②
補
聴
器
助
成
に
つ
い
て
は
、W
H
O
は
認

知
症
予
防
へ
の
効
果
は
研
究
段
階
と
す
る
一

方
、国
内
で
は
助
成
自
治
体
が
増
加
し
て
い

る
。本
市
で
も
国
へ
の
全
国
一
律
制
度
創
設

要
望
を
行
っ
て
お
り
、県
内
で
は
既
に
8
自

治
体
が
独
自
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。他
市

の
事
例
を
参
考
に
、必
要
性
や
公
平
性
を
考

慮
し
な
が
ら
本
市
と
し
て
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

宮
脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
、
子
ど
も
も

親
も
安
心
で
き
る
支
援
を
（
不
登
校
支

援
の
拡
大
を
）

質
問
　
昨
年
の
6
月
議
会
で
も
質
問

し
た
が
、加
齢
性
難
聴
に
補
聴

器
購
入
の
補
助
を
し
て
い
る
自
治
体
の

数
は
、昨
年
6
月
の
2
3
7
か
ら
、今
年

は
2
倍
の
4
7
5
へ
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
。

そ
こ
で
、次
の
2
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
島
根
県
下
で
の
助
成
の
現
状

②
年
金
者
組
合
大
田
支
部
か
ら
毎
年
助

成
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。高
齢
者
が

い
き
い
き
と
社
会
の
中
で
活
躍
し
て
い
く

た
め
に
、補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、そ
の
所
見

答
弁
①
加
齢
性
難
聴
は
加
齢
に
よ
り
聴

力
が
低
下
し
、認
知
症
の
危
険
因

子
と
も
さ
れ
て
い
る
。本
市
で
は
介
護
予
防

教
室
や
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
中
で
、

運
動・食
事・交
流
の
推
進
と
あ
わ
せ
、加
齢
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2025（令和7）年10月23日 （12）おおだ市議会だより2025（令和7）年10月23日（13）おおだ市議会だより

質問動画

常任委員会報告

産業建設委員会産業建設委員会
（産業振興部・建設部・上下水道部・農業委員会）

沿岸漁業スタートアップ事業（農林水産課）
認定新規自営漁業者に対して、漁業を開始する際に必要な機材等
の取得に要する経費を支援する

認定新規漁業者の経営状況はどうか。

認定申請時の計画では、5年後の年間水揚げ金額を概ね720万
円としているが、ほとんどの漁業者が目標の半分程度の水揚
げ金額となっている。

認定新規漁業者の大半が事業計画を未達成であることから、
現行の給付・支援のあり方について、島根県と協議を行うことが必要ではないか。

認定審査会の時にも、横のつながりや新しいネットワーク作り、技術などの情報共有の必要性について議
論があった。今後、島根県と支援のあり方について協議したい。

答

問

答

問

民生委員会民生委員会
（健康福祉部・環境生活部・市立病院）

付託案件の主な審査内容
◎委員長　　○副委員長常任委員会報告

病院事業会計負担金（地域医療推進課）
エネルギー価格、物価高騰の影響を受けている市立病院に対して、
県及び市の医療機関に対する緊急支援制度（応援金）に準じ支援を
行う

市立病院で検査して、治療してもらう方策へ変えることが必要
ではないか。

地域医療には１次２次それぞれの役割がある。かかりつけ医を
持ちましょうというのは大田市立病院の診療を妨げないとい
うこともある。市内診療所と市立病院の関係を強めることで、気軽に紹介して市立病院にかかる、診療所
に戻すという関係性を持たないとバランスが崩れて医療がひっ迫する。連携がスムーズにいけば、市立病
院の役割は果たせると思う。

・一般会計補正予算等、議案6件についていずれも原案どおり可決されました。

答

問

必要性や公平性を考慮しながら
在り方を検討する

加齢性難聴の
補聴器購入に助成を

総務教育委員会
（政策企画部・総務部・消防部・出納室・教育委員会・他の委員会に属さない事項）

・一般会計補正予算等、議案4件についていずれも原案どおり可決されました。

答

問

答

問

防犯対策事業（危機管理課）
自治会が設置する防犯灯のLED化にかかる費用補助

補正後どのくらい交換を要する防犯灯があるのか。

自治会設置の防犯灯は2,300～2,500位あり、これまで500灯を
更新した。まだ2,000灯程度あると思われるので、今後も継続して実施したい。

山村留学推進事業（山村留学センター）
今年はかなり留学生が減っている。施設の老朽化の問題もあるが、今後の運営をどうするのか。

施設の老朽化や受け入れ農家さんを含めて、大きな課題として受け止めている。今年度は保護者や地域、
里親さんとも山村留学の在り方や、北三瓶の学校再編のことで話し合いを持つようにしている。もう少し
お時間を頂きたい。

◎森山幸太　○月森和弘　石田洋治　小川和也　宮脇康郎◎森山幸太　○月森和弘　石田洋治　小川和也　宮脇康郎

◎根冝和之　○塩谷裕志　小林  太　清水  好　柿田賢次◎根冝和之　○塩谷裕志　小林  太　清水  好　柿田賢次

◎胡摩田弘孝　○伊藤康浩　石橋秀利　河村賢治　松村信之　和田章一郎

・一般会計補正予算等、議案7件についていずれも原案どおり可決されました。

性
難
聴
や
そ
の
影
響
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を

行
い
、聞
き
取
り
づ
ら
さ
を
感
じ
た
際
は
早

期
に
専
門
医
へ
相
談
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

②
補
聴
器
助
成
に
つ
い
て
は
、W
H
O
は
認

知
症
予
防
へ
の
効
果
は
研
究
段
階
と
す
る
一

方
、国
内
で
は
助
成
自
治
体
が
増
加
し
て
い

る
。本
市
で
も
国
へ
の
全
国
一
律
制
度
創
設

要
望
を
行
っ
て
お
り
、県
内
で
は
既
に
8
自

治
体
が
独
自
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。他
市

の
事
例
を
参
考
に
、必
要
性
や
公
平
性
を
考

慮
し
な
が
ら
本
市
と
し
て
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

宮
脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
、
子
ど
も
も

親
も
安
心
で
き
る
支
援
を
（
不
登
校
支

援
の
拡
大
を
）
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　島根県町村議会議長会主催の広報研
修会に広報広聴委員が参加しました。
　当日は、（一社）自治体広報広聴研究所
代表理事・広報アドバイザー金井茂樹氏
による「戦略的広報と議会報づくりの型」
をテーマの講演や各市町議会だよりのク
リニックが行われ、議会への信頼感・納得
感の向上を目標に、読みやすく、分かりや
すい紙面づくりを学びました。

　島根県市議会議長会（会長:河村賢治大
田市議会議長）主催の議員研修会に県内
各市から約180名が参加し研鑽を深め
ました。講師には総務省総務事務次官の
原邦彰氏を迎え、「持続可能な地方行財
政のあり方について」をテーマに、「地方
創生2.0」等の諸施策推進に向けた具体
的で示唆に富む、大変貴重な講演会とな
りました。

2025（令和7）年10月23日 （14）おおだ市議会だより2025（令和7）年10月23日（15）おおだ市議会だより
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8/2 研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

▶
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
障
害
者
専
用
駐
車
場

委
員
長

　石
田

　洋
治

　
市
長
、
建
設
部
長
、
担
当
課
長
ほ
か
の

職
員
が
出
席
し
開
催
し
た
。

現
庁
舎
の
大
規
模
改
修
と
耐
用
年
数

問
他
自
治
体
で
は
、
長
寿
命
化
工
事
を

せ
ず
、
耐
震
補
強
工
事
の
み
の
実
施
で
耐

用
年
数
が
伸
び
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
当

市
の
現
庁
舎
で
も
耐
震
補
強
工
事
で
耐
用

年
数
は
伸
び
な
い
の
か
。

答
島
根
県
庁
は
、
昭
和
34
年
建
設
で
あ
る

が
、
10
年
ご
と
の
塗
装
工
事
等
、
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中

性
化
の
進
行
を
抑
え
る
な
ど
、
建
物
ご
と

に
来
歴
が
異
な
る
。
当
市
の
現
庁
舎
は
定

期
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
島
根
県
西
部
地
震
に
被
災
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
か
ら
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。

事
業
費
の
削
減

問
建
築
事
業
費
の
削
減
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
の
か
。

答
具
体
的
な
削
減
項
目
は
、
書
庫
を
含
む

建
物
の
面
積
減
、
職
員
配
置
の
分
散
化
、

駐
車
場
面
積
及
び
駐
車
台
数
の
減
、
執
務

室
の
天
井
材
を
な
く
す
な
ど
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他

問
現
状
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化

に
つ
い
て
は
、
第
三
者
に
調
査
し
て
も
ら

い
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
悪
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
新
庁
舎
は
、
令
和
4
年
に
新
築
す
る

こ
と
で
決
定
し
た
事
項
で
あ
る
。
本
特
別

委
員
会
で
は
、
耐
震
化
に
つ
い
て
は
議
論

せ
ず
、
新
築
に
向
け
て
話
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

議
員
か
ら
出
た
意
見

・
平
成
21
年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
調
査

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
深
度
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
く
、
劣
化
の
進
行
度
を
確
認
す
る
に
は

不
十
分
。
経
費
は
4
〜
5
百
万
円
か
か
る

よ
う
だ
が
、
再
調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

﹇
6
月
24
日
開
催
﹈

新
庁
舎
建
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

委
員
長

　小
林

　太

持
続
可
能
な
議
会

政
務
活
動
費
に
関
す
る
意
見

・
現
在
、
年
間
12
万
円
で
あ
る
が
、
金
額

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
不

足
8
名
、
適
正
7
名
、
未
回
答
1
名
で
あ

り
、
不
足
項
目
で
は
、
調
査
研
究
費
、
研

修
費
、
広
報
費
が
あ
げ
ら
れ
た
。

・
調
査
研
究
費
は
、
必
要
な
議
員
に
は
別
枠

で
の
申
請
を
認
め
る
制
度
の
検
討
を
す
る
。

・
使
途
基
準
は
、
議
員
に
よ
り
按
分
率
の

認
識
が
異
な
る
た
め
、
ル
ー
ル
化
し
共
通

認
識
を
持
つ
。

・
今
年
度
の
報
告
か
ら
、
12
万
円
を
超
え

た
場
合
も
、
全
て
の
費
用
の
報
告
を
行
い

実
態
を
把
握
す
る
。

・
今
期
の
委
員
会
と
し
て
、
政
務
活
動
費

の
額
、
使
途
基
準
、
按
分
率
な
ど
を
含
め

た
「
政
務
活
動
費
に
関
す
る
提
言
書
」
を

示
す
。

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

・
8
月
20
日
、
青
年
協
議
会
8
名
、
委
員

7
名
で
2
班
に
分
か
れ
開
催
し
た
。
議
題

設
定
の
意
図
な
ど
の
説
明
後
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

﹇
7
月
11
日
、7
月
31
日
、8
月
18
日
開
催
﹈

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

テ
ー
マ
　「
若
い
世
代
が
ど
う
す
れ
ば
議
会

に
興
味
を
持
ち
参
加
意
欲
を
持
つ
よ
う
に

な
る
か
」

議
題
　

①
大
田
市
議
会
議
員
の
兼
業
の
状
況
と
年

間
の
議
員
と
し
て
の
活
動
状
況

②
議
員
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

③
議
会
の
仕
組
み
と
情
報
発
信
の
現
状
に

つ
い
て

〇
青
年
協
議
会
か
ら
の
質
問
・
意
見

・
議
員
は
ど
の
様
な
兼
業
を
し
て
い
る
か

・
厚
生
年
金
、
生
活
保
障
な
ど
の
整
備
は

・
議
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
動
機
は

・
議
員
活
動
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は

○
青
年
協
議
会
か
ら
の
提
案

・
議
員
に
な
る
た
め
の
事
前
学
習
や
、
知

識
を
得
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い

■
有
意
義
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

テ
ー
マ
の
解
決
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
感

じ
る
会
と
な
っ
た
。

▲新庁舎外観イメージ

▲青年協議会との意見交換会の様子
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」
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厚
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ど
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備
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に
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き
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け
と
動
機
は

・
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活
動
で
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り
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い
を
感
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る
時
は
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青
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会
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ら
の
提
案

・
議
員
に
な
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た
め
の
事
前
学
習
や
、
知

識
を
得
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い

■
有
意
義
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

テ
ー
マ
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解
決
に
結
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つ
く
可
能
性
を
感

じ
る
会
と
な
っ
た
。

て
い
く
。

ふ
る
さ
と
寄
付
の
推
進
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用

問
事
業
者
数
は
何
社
増
え
た
の
か
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
し
て
い
る

が
、
ど
う
い
っ
た
努
力
を
し
た
の
か
。

答
新
規
事
業
者
は
5
〜
6
社
増
え
た
。
専

門
性
が
必
要
な
も
の
は
民
間
委
託
し
、
市

で
で
き
る
部
分
は
直
営
で
行
っ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
令
和
6
年
度
が

一
旦
終
了
す
る
年
度
の
た
め
駆
け
込
み
も

あ
っ
た
が
、
職
員
も
積
極
的
に
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
た
。
併
せ
て
民
間
事
業
者
に
企
業
を
紹

介
し
て
も
ら
う
仕
組
み
も
活
用
し
た
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
立

問
今
後
の
経
常
収
支
比
率
の
見
込
み
は

ど
う
か
。

答
令
和
6
年
度
報
告
で
は
多
く
の
数
値

は
改
善
し
て
い
る
。
今
後
は
施
設
の
老
朽

化
等
大
規
模
な
事
業
も
あ
る
た
め
、
公
債

費
は
厳
し
い
数
値
に
な
る
が
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

病
院
事
業
の
経
営
健
全
化

問
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
令
和
6
年
度
以
前
か
ら
収
入
増
対
策

や
経
費
削
減
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
7

年
度
は
、
各
部
署
多
職
種
の
職
員
を
委
員

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
長

　松
村

　信
之

　
副
市
長
・
総
務
部
長
・
環
境
生
活
部

長
・
病
院
事
務
部
長
ほ
か
、
担
当
課
長
が

出
席
の
も
と
開
催
し
た
。

行
財
政
改
革
推
進
大
綱
実
施
計
画
に

係
る
令
和
6
年
度
の
取
り
組
み
状
況

問
公
共
施
設
の
面
積
や
件
数
の
報
告
に

留
ま
っ
て
い
る
が
、
資
産
の
有
効
活
用
を

検
討
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
公
共
施
設
適
正
化
で
面
積
や
施
設
数

の
削
減
を
行
っ
て
い
る
。
更
地
に
し
て
現

金
化
で
き
る
も
の
は
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
施
設
ご
と
の
進
捗
率
を
示
し
て
い
く

方
法
も
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
2
つ
の
指

標
で
成
果
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

組
織
・
定
員
の
適
正
化
、
働
き
方
改

革
の
推
進

問
業
務
の
効
率
化
、
職
員
数
の
減
少
を

行
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
人
口
減
少
の
み
で
職
員
数
減
を
検
討

す
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

繋
が
る
。
ま
ず
は
、
人
口
減
少
に
応
じ
た

公
共
施
設
の
適
正
化
を
行
う
中
で
、
配
置

職
員
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
か
ら
検
討
し

﹇
8
月
25
日
開
催
﹈

行
財
政
改
革

　
　
　
　
　

　
　特別
委
員
長
中
間
報
告
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今
年
は
、お
米
の
概
算
金

が
上
が
り
、農
家
さ
ん
は
一

息
、逆
に
消
費
者
の
み
な
さ

ん
は
苦
慮
さ
れ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、今
ま
で
の

価
格
が
安
す
ぎ
た
感
が
あ
り

ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、楫
野
市
長
2

期
目
の
最
後
の
議
会
と
な
り
、

新
庁
舎
建
設
や
財
政
、医
療
・

福
祉
な
ど
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
、議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。各
議
員
の
一
般
質
問
を
中

心
に
編
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
し
て
も「
硬
い
」誌
面
に

な
り
が
ち
で
す
が
、個
人
の
特

徴
、傾
向
も
現
れ
ま
す
か
ら
、

そ
の
角
度
か
ら
見
る
と
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
後
も
親
し
ま
れ
、読
ま

れ
る「
議
会
だ
よ
り
」誌
面
づ

く
り
に
広
報
広
聴
委
員
一

同
、な
お
一
層
努
力
し
ま
す
。

（
胡
摩
田
　弘
孝
）

委
員
長 

小
川
　和
也

副
委
員
長 

胡
摩
田
弘
孝

委
　員 

石
田
　洋
治

委
　員 

宮
脇
　康
郎

委
　員 

清
水
　好

委
　員 

柿
田
　賢
次

委
　員 

伊
藤
　康
浩

広
報
広
聴
委
員

編
集
後
記

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
次の定例会の予定は12月です。
◇市政に関する状況や方針、地域の課題など
も取り上げられる一般質問の傍聴がおススメ
です。地域や、職場のグループでの勉強会、
授業の一環での見学もお待ちしています。お
気軽に議会事務局までお問い合わせくださ
い。傍聴席の定員は64席です。団体での傍
聴は事前にご連絡をお願いします。
受付は議会事務局にて、氏名等のご記入をお
願いします。

お問い合わせ先：大田市議会事務局
（TEL:0854－83－8137）

　今年度は、市内２校の高校生（生徒会）と「おでか
けトーク」を開催いたします。
　なお、学校の安全管理上、傍聴はお断りいたします
ので、何卒ご理解いただきますようお願いします。
　次号にて開催報告いたします。

問い合わせ
　大田市議会事務局　　
　　☎0854-83-8137　

令和７年度「　　　　　　　」お で か けトーク

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

9/21 山陰自動車道総決起大会山陰自動車道総決起大会 9/29笠岡市行政視察笠岡市行政視察

10/4 大田市合併２０周年記念式典大田市合併２０周年記念式典 10/6
島根県市議会議長会
秋季定期総会
島根県市議会議長会
秋季定期総会

過去の議会だよりにて「QRコード」と表記していましたが、今回より「二次元コード」の表記といたします。お知らせ


